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変な嘴のヤツが来た変な嘴のヤツが来た変な嘴のヤツが来た変な嘴のヤツが来た    

受付 No.140338 受付日 2014 年 7 月 22 日 

この日、キジバトが厚木市内の民家の庭にいたと

ころを発見されました。センターに持ち込まれた時、

骨折等はありませんでしたが、妙なのは嘴。なんと、

下嘴にあいた穴に上嘴が入り込んでいるではないで

すか！これじゃぁ口が開けられません…そりゃぁ痩

せ細っているわけです（受付時体重 173.8g）。 

 

血だらけの毎日血だらけの毎日血だらけの毎日血だらけの毎日    

嘴を整復した後、別館の小鳥部屋内の鳥かごの中

で１羽ひっそりと回復を待って…と思いきや！暴れ

る暴れる！今の状態を回復してほしいから敢えて大

きなフライングケージに出していないのに、毎日か

ごの中で暴れまくり、その度に両翼の翼角（人の手

首にあたる部分）を傷つけていました。そのため、

かごを段ボールで内張りしたり、嘴だけでなく翼の

治療も、強制給餌もこまめに行いました。 

 

ダメもとで外へ！ダメもとで外へ！ダメもとで外へ！ダメもとで外へ！    

キジバトがいつも暴れる場所は唯一段ボールで内

張りされていない入口付近でした。ということは、

人や物音に驚いて暴れるのではなく、ただ単に外に

出たいだけでは？痩せ型ではあるけどかごの中で体

重を維持できているし…と思い、試しに他のハトた

ちがいる外のフライングケージ(FC2)に移してみま

した。出た直後は大体大人の目線程度までしか飛ぶ

ことができませんでしたが、落ち着いた様子。数日

間体重を測ってみたところ、自分で維持できていた

ため、現在もフライングケージにてリハビリ続行中

です。両ピンク赤ピンクの足輪見つけてね！ 

キジバトに続キジバトに続キジバトに続キジバトに続けるか？けるか？けるか？けるか？        

受付 No.140363 受付日 2014 年 7 月 30 日 

 また別の日、アオバトが厚木市内の工場の駐車場

にいたところを発見されました。保護場所の周囲に

は特に建物もないとのことでしたが、体も首も傾き、

元気がないことなどから、衝突が疑われました。 

 このアオバトも保護時は削痩していて、さらには

沈うつで危ない状態が続いていました。しかし、毎

日強制給餌を行い、段々と回復してきました。少し

回復してきたくらいの頃は自分でエサをねだってく

れたので給餌もしやすかったのですが、回復してい

くにつれて強制給餌を嫌がるように。この子もキジ

バトと同じように外のケージに出してみようかとも

思いましたが、斜頚の具合からもう少しかごの中で

様子を見ることとなりました。今はもう自分でエサ

を食べられるまで回復したので、外に出る日も近そ

うです。 

 

個体差個体差個体差個体差に気付いてに気付いてに気付いてに気付いて！！！！        

今回ご紹介した 2 羽のように、保護されてから回

復するまでの過程やそれに要する時間は種だけでな

く、個体により様々です。たとえ同じ巣にいた兄弟

であっても、です。是非センターに来た時には個々

の動物たちの状態をじっくりと観察してみてくださ

い。そして、もし何か気付いた場合は、職員さんや

他のボランティアに伝えてみてください。あなたの

その小さな発見が、一つの命を救うきっかけとなる

かもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キジバト        アオバト 

～ハト編～ 

 
ランナー通りの 

住人たち 



ロシアで行われている野生動物の家畜化の研究  
 

イヌ・ネコ・ウシ・ブタ・ニワトリなど、家畜化され人間に飼育されている動物はもともとすべて野生動物でした。

ロシアの研究所ではそれらの動物が家畜化される過程を解明する研究が行われています。個人的に非常に興

味深い内容だったので今回紹介したいと思います。 

 

はじめに

ロシアのシベリア南部にあるノボシビルスクという都

市の農場で、生物学者のリュドミラ・トルート氏の研究

チームによって、野生動物であるギンギツネの交配

実験を通じ遺伝子の働きを解き明かす研究が行われ

ています。この研究は半世紀以上前にドミートリ・ペリ

ャーエフ氏が率いる研究チームが、1 万 5000 年以上

前に起きたオオカミからイヌへの変化を再現しようと

いう試みから始まりました。そして、数千年かかったで

あろう家畜化のプロセスをわずか数年で再現すること

に成功しています。現在、当時大学院生として研究

に参加していたトルート氏が研究を引き継ぎ、ギンギ

ツネをはじめ他の家畜化された動物も含めて、野生

動物とは異なる性質の発現に関わる遺伝子の解明に

取り組んでいます。 

 

研究の概要 

研究開始の契機は、ペリャーエフ氏が、同じオ

オカミを祖先とするはずなのに、なぜイヌは多様

化したのか？という疑問を持っていたことでし

た。その答えは分子レベルで解き明かすしかない

と考えたのですが、当時は動物の遺伝子を解析す

る事は技術的に不可能でした。そこでペリャーエ

フ氏は同じイヌ科の動物で家畜化されたことの

無いギンギツネに目をつけ、オオカミからイヌへ

の変化の歴史を、ギンギツネをモデルとして再現

することにしたのです。 

1958 年、ペリャーエフ氏の下、トルート氏は毛

皮用に飼育されていたギンギツネのなかからオ

ス 30 頭、メス 100 頭の大人しい個体を集めてき

ます。そしてこれらを交配させ、生まれた個体の

中から、①ケージの前に人間が立っても飛びかか

らない、②扉を開けて手を入れると興味を持ち近

づいてくる、③キツネの体に触れても噛み付かな

い、という基準で人に対する警戒心が低い個体を

選び、選ばれた個体同士を交配し、世代を重ねて

いきました。すると、1964 年に 4世代目が誕生す

ると、人間に尾を振って近づく個体が現れました。

この様な特に警戒心の低い個体をエリートと名

づけ交配を続けていくと、エリート率は 6世代目

1.8%、10 世代目 18%、20 世代目 35%、30 世代目

49%、50 世代目 85%と代を経るごとに高くなって

いきました。また、エリート率の上昇と共に、巻

き尾や短い尾・垂れ耳・鼻が短く頭部が横に広い、

などの主に幼獣の時に見られる形態的特徴を残

したままの成獣が増えていきました。また、9 世

代目からはエリートの中に体の一部に白斑を持

つ個体が現れ、その後エリート達の多くがこの特

徴を持つようになりました。 

 この様な数十世代という短期間に起きる形質

の変化は遺伝子の突然変異によるものではなく、

遺伝子の発現の仕方による変化(エピジェネティ

ックな変化)によるものだと考えられます。つま

り、同じ遺伝子を持っていてもその働き方や働く

タイミングが変わることで様々な変化が起こる

ということです。野生動物でも幼獣の時は警戒心

が低く、好奇心が強いため人を怖がらない個体が

多いです。幼獣の時の特徴を成獣になっても持ち

続けるということが家畜化のプロセスであり、こ

れは遺伝子の突然変異ではなく、エピジェネティ

ックな変化によりもたらされるものと考えられ

るのです。このエピジェネティックスという考え

方は遺伝学の常識を変えるものなのです。 

 

考察 

 今回紹介した研究から、家畜化された動物には

野生動物とは異なる遺伝的な特徴があるようで

す。しかし、変化をもたらす具体的な要因はまだ

謎の部分が多いようです。この辺りがはっきりわ

かる様になると人間と動物との関わり方が大き

く変わってくるのかもしれないと感じます。 

 また、短期間で野生のギンギツネを家畜化する

事ができたのならば、家畜の野生動物化という逆

の事も短期間でできるのではないかとも思いま

した。もしそれが可能ならば、家畜として飼育さ

れている動物から既に絶滅した野生動物を蘇ら

せ、失われた生態系を復元するといった事に応用

できるかもしれません。もちろん、その様な事に

ならない方が良いですし、今ある自然環境や生態

系を守っていくべきであることは言うまでも無

いと思いますが、最悪の場合の備えにもなり得る

研究なのではないかと感じました。 

 今後、この研究がどの様に展開されていくのか

非常に興味深いです。 
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＊詳細は当会ホームページをご覧ください＊ 

““““““““救救救救救救救救護護護護護護護護のののののののの会会会会会会会会        ブブブブブブブブロロロロロロロロググググググググ““““““““        始始始始始始始始ままままままままっっっっっっっってててててててていいいいいいいいまままままままますすすすすすすす！！！！！！！！                                                                                                                                                                                                                                                                                        

◆野生動物救護の会野生動物救護の会野生動物救護の会野生動物救護の会の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介！ 

    日常のボランティア活動や、猛禽類の訓練風景（M project ）、各種イベントのお知らせや 

報告などなど、随時更新しています。救護の会 HP トップページの           

｢救護の会ブログ始めました！｣のバナーをクリックしてご覧下さい♪        

 アドレスはコチラ→ http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/index.html  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

衝衝衝衝衝衝衝衝突突突突突突突突調調調調調調調調査査査査査査査査                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

◆秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査    

  ▽日時 毎月最終金曜日 →今後の調査日は 9 月 26 日、10 月 31 日、11 月 28 日         

▽場所 秦野市立図書館 

☆野生動物救護の会「バードストライク研究会」では窓ガラスへの野鳥の衝突調査を一緒に 

行ってくれる方を随時募集しています。興味のある方は事務局までご連絡を！ 

☆☆☆☆★★★★会員へのお誘い会員へのお誘い会員へのお誘い会員へのお誘い★☆★☆★☆★☆ 
当会は、ボランティアスタッフの協力と設営趣旨にご賛同いただきました 

皆様方の寄付によって運営されております。 

私たちの活動を支えてくださる賛助会員も同時に募集しています。 

 

★一般会員：どなたでもご参加いただけます（年会費 2,000 円） 

★学生会員：学生の方（年会費 1,000 円） 

★賛助会員：当会の活動にご賛同いただき寄付をしていただいた方 

                    年会費：法人一口 5,000 円 個人一口 3,000 円 一口以上 

 

 ゆうちょ銀行振替口座 ： 00270-0-47040 

名義 ： 特定非営利活動法人 野生動物救護の会 

【
振

込
先

】
 

発行月：2014 年 9 月  発行：特定非営利活動法人 野生動物救護の会  電話：0463-75-1830 
〒259-1306 神奈川県秦野市戸川 1086 番地の 4   ホームページ：http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/ 
編集者  表紙：佐久間祐子（平沼亜矢子）      活動の現場：平沼亜矢子    

ムササビ観察記録：安井啓子（平沼亜矢子）   足環 Project 始動!!：渡辺優子(片瀬亜妃) 
チョウゲンボウ～訓練から放野まで～：渡辺優子(片瀬亜妃)   ランナー通りの住人たち：高橋恵   
ロシアで行われている野生動物の家畜化の研究：福富潤    インフォメーション：神崎さつき 

                                                       

イイイイイイイイベベベベベベベベンンンンンンンントトトトトトトト                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

◆動物フェスティバル神奈川動物フェスティバル神奈川動物フェスティバル神奈川動物フェスティバル神奈川 2014 in2014 in2014 in2014 in    西湘西湘西湘西湘        

 ▽日時：10 月 5 日(日) 10：00～16：00     ▽場所：小田原アリーナ 

 ☆｢育もう豊かな心 やさしい気持ち｣をテーマに様々な動物関連の催しが行われます。 

   救護の会もブースやパネル展示で参加します。 

◆環境フェスティバル環境フェスティバル環境フェスティバル環境フェスティバル    

▽日時：10 月 26 日(日)                 ▽場所：厚木中央公園 

☆環境をテーマに様々な団体が出展します。救護の会もブース出展します。 

◆ジャパン・バード・フェスティバルジャパン・バード・フェスティバルジャパン・バード・フェスティバルジャパン・バード・フェスティバル    2014201420142014    （（（（JBFJBFJBFJBF））））    

    ▽日時：11 月 1 日(土)・2 日(日)  9：30～16：00(1 日) / 9：30～15：00（2 日） 

 ▽場所：千葉県我孫子市手賀沼周辺 

 ☆鳥をテーマにした日本最大級のイベントです。救護の会もブース出展します。 

◆秦野市民まつり秦野市民まつり秦野市民まつり秦野市民まつり    

 ▽日時:11 月 3 日（月祝）    ▽場所：秦野運動公園 

 ☆救護の会もパネル展示等で出展します。 

環環環環環環環環境境境境境境境境教教教教教教教教育育育育育育育育                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

◆清水小学校  日時：10 月 16 日（木）   ☆4 年生に｢森に住む生物たち｣をテーマにお話します。 

【お詫び】前号の表紙のナンバーが Vol.18 と表記されていましたが、正しくは Vol.19 でした。 

 ここに訂正しお詫び申し上げます。 


